
レセプト情報・特定健診等情報データベース（ＮＤＢ）の概要

全国医療費適正化計画及び都道府県医療費適正化計画の作成、実施及び評価に資するため

［高齢者の医療の確保に関する法律 第16条］

利用目的

厚生労働大臣

（注）外部事業者に維持管理を委託

保有主体

・レセプトデータ 約69億件［平成21年4月～平成25年9月診療分］ ※平成25年12月時点

・特定健診・保健指導データ 約9,000万件［平成20年度～平成23年度実施分］

（注１）レセプトデータについては、電子化されたデータのみを収載
（注２）特定健診等データについては、全データを収載
（注３）個人を特定できる情報については、固有の暗号に置換することで、個人の診療履歴の追跡可能性等を維持しつつ、匿名化

収載データ

参考資料

３

第 ９ 回 病 床 機 能 情 報 の 報 告 ・ 提 供
の 具 体 的 な あ り 方 に 関 す る 検 討 会

平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 ２ ７ 日
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※平成２１年４月診療分のレセプトから収集
（平成２５年９月診療分まで収集済み）

※制度開始初年度である平成２０年度実績分から収集
（平成２３年度実績分について収集済み。）

国の保有する
データベース

※電子データにより請求されるものを収集

匿名化処理

匿名化処理

平成25年12時点

約69億件

平成25年12月時点

約9,000万件



レセプト・特定健診等情報データベースの管理・運用体制

レセプト情報 約６９億件
特定健診・保健指導情報 約９,０００万件

※ レセプト情報については、平成21年４月から平成25年９月診療分までのデータ。特定健診・保健
指導情報は、平成20年度から平成23年度実施分までのデータ。

１．設置場所
地震・洪水・火災等の災害発生リスクを考慮して、より安全な設置場所を選定。

２．管理・運用体制
「行政機関の保有する個人情報の適切な管理のための措置に関する指針につい

て」（平成16年9月14日総務省通知84号）を踏まえ、下記のような措置を講じつつデータ
ベースの管理・運用を委託。
－緊急事態発生時には、24時間365日連絡・対応がとれるよう体制を整備。
－設置場所において、部外者の進入を防止するための厳格な入退室セキュリティ装置を整備。
－データベースのみでなく媒体についても、保管庫の施錠管理、台帳管理を徹底。
－運用・保守契約において、運用管理業者に対し守秘義務を課すとともに、再委託の原則禁止、
厚生労働省による個人情報の管理状況についての立入調査等の個人情報保護の措置を規定。
－厚生労働省においても、データベースのデータを扱う職員を限定し、パスワードの定期的変更
等を含む管理を徹底。

○データベースに蓄積されたデータ件数（平成25年12月末時点）

○データベースの保管・管理方法
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